
日
本
に
お
け
る
柳
宗
元
集
に
つ
い
て

（
国
語
教
育
講
座
）

太

田

亨

（
二
〇
二
一
年
九
月
一
日
受
理
）

は
じ
め
に

日
本
に
柳
宗
元
集
が
何
時
伝
わ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
主
に
円
爾
弁
円
（
一
二
〇

二
～
一
二
八
〇
）
が
持
ち
帰
っ
た
書
籍
を
目
録
に
し
た
「
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目

録
」
に
柳
宗
元
集
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
入
宋
者
・
入
元
者
に

と
っ
て
大
陸
の
文
物
を
持
ち
帰
る
こ
と
は
一
つ
の
大
き
な
任
務
で
あ
り
、
特
に
漢
籍
に
対
し

て
は
多
く
の
日
本
人
が
関
心
を
寄
せ
た
対
象
で
あ
っ
た
。
柳
宗
元
の
別
集
に
つ
い
て
も
、
様

々
な
種
類
の
柳
宗
元
集
が
将
来
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
種
類
の
柳
宗
元
集
が
現
存
し
て
い
る
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
柳
宗
元
集
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
際
に
、
（
一
）

日
本
に
将
来
し
た
柳
宗
元
集
、
（
二
）
中
国
か
ら
移
入
し
て
日
本
で
書
写
、
出
版
さ
れ
た
柳

宗
元
集
、（
三
）
日
本
で
創
出
さ
れ
た
柳
宗
元
集
、（
四
）
日
本
の
書
物
に
書
き
記
さ
れ
た
柳

宗
元
集
、
と
大
き
く
四
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
だ
っ
た
柳
宗
元
集
の
概
要
に
つ
い
て
詳
述

す
る
。
た
だ
し
、
何
れ
の
場
合
も
、
近
代
に
至
る
ま
で
の
柳
宗
元
集
を
対
象
と
す
る
。

（
一
）
日
本
に
将
来
し
た
柳
宗
元
集

日
本
に
伝
わ
っ
た
柳
宗
元
集
は
多
く
存
在
す
る
。
中
に
は
今
と
な
っ
て
は
日
本
で
し
か
見

ら
れ
な
い
柳
宗
元
集
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
注
目
さ
れ
る
柳
宗
元
集
を
取
り
上
げ
る
。

①
『
唐
柳
先
生
文
集
』〈
宋
版
・
三
十
三
巻
本
〉

静
嘉
堂
文
庫
と
文
化
庁
に
そ
れ
ぞ
れ
端
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る

端
本
（
以
下
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
と
略
称
）
に
つ
い
て
は
、
全
一
冊
。
『
静
嘉
堂
宋
元
版
図
録

解
題
篇
』（
静
嘉
堂
文
庫
・
一
九
九
二
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

寸
法

二
七
・
三×

一
八
・
六
糎

序
目

（
末
尾
に
跋
）
嘉
定
改
元
（
一
二
〇
八
）
十
月

日
郡
守
鄱
陽
汪
檝
跋

版
式

左
右
雙
辺
（
二
一
・
六×

一
四
・
二
糎
）
有
界

毎
半
葉
九
行

毎
行
一
七
乃

至
一
九
字

注
文
双
行

版
心
白
口

双
黒
魚
尾

刻
者
姓
名

大
小
字
数

宋
諱

玄
驚
弘
殷
胤
恒
貞
懲
譲
煦
桓
慎

刻
者
姓
名

寅

義

傑

山

召

春

仁

正

詮

文

林
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備
考

残
存
巻
数

巻
二
九
第
一
―
二
丁
・
巻
三
二
第
九
―
一
八
丁
表
・
外
集
第
一
丁

裏
―
二
九
丁
表
・
跋
文
末
裏
半
丁

蔵
書
印

金
沢
文
庫

松
方
文
庫

島

田
翰
読
書
記

竹
添
井
々
旧
蔵
書

文
化
庁
に
所
蔵
さ
れ
る
端
本
（
以
下
『
文
化
庁
蔵
本
』
）
に
つ
い
て
は
、
全
二
冊
。
一
冊

は
、
巻
十
四
「
説
」
全
二
十
葉
・
巻
十
五
「
弔
賛
箴
戒
」
全
九
葉
・
巻
十
六
「
序
上
」
全
十

五
葉
・
巻
十
七
「
序
中
」
全
二
十
葉
・
巻
十
八
「
序
下
」
始
め
の
三
葉
の
み
で
構
成
さ
れ
、

一
冊
は
、
巻
二
十
九
「
状
」
第
三
丁
よ
り
後
の
十
五
葉
・
巻
三
十
「
啓
」
全
二
十
一
葉
・
巻

三
十
一
「
非
国
語
上
」
十
八
葉
（
第
十
五
丁
・
十
六
丁
闕
）
・
巻
三
十
二
「
非
国
語
下
」
始

め
の
八
葉
の
み
・
『
外
集
』
第
一
丁
表
及
び
第
二
十
九
丁
裏
よ
り
後
の
六
葉
・
「
後
序
」
十
二

葉
で
構
成
さ
れ
る
。

柳
宗
元
集
は
源
流
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
劉
禹
錫
が
最
初
に
柳
宗
元
の
作
品
集
を
編
ん
だ

と
さ
れ
、
三
十
巻
本
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宋
刊
の
『
劉
禹
錫
集
』
に
「
編

次
為
三
十
通
」
と
あ
る
事
に
よ
っ
て
分
か
る
。
し
か
し
、
陳
振
孫
「
直
斎
書
録
解
題
」
と
張

敦
頤
「
柳
先
生
歴
官
記
」
に
は
三
十
二
巻
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
沈
晦
「
四
明
新
本
柳
文
後

序
」
と
乾
道
三
年
（
一
一
六
七
）
に
陸
之
淵
が
書
い
た
「
柳
文
音
義
序
」
に
は
三
十
三
巻
本

で
あ
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
巻
数
の
違
い
を
解
決
す
る
た
め
に
、
現
存
す
る
『
文
化
庁
蔵
本
』

と
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
も
と
の
三
十
巻
本
は
「
非
国
語
」
と
外

集
を
含
ん
で
い
な
い
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
に
「
非
国
語
」
が
加
わ
っ
た
場
合
が
三
十
二
巻
本
、

さ
ら
に
外
集
一
巻
を
含
め
た
場
合
が
三
十
三
巻
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
文
化
庁
蔵
本
』

と
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
は
柳
宗
元
集
の
源
流
を
示
す
貴
重
な
価
値
を
有
し
て
い
る
。

他
に
三
十
三
巻
本
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
も
の
と
し
て
、
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
刊
『
唐

柳
先
生
外
集
』
（
北
京
図
書
館
所
蔵
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
書
と
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
の
関
係

に
つ
い
て
、
清
水
茂
氏
は
「
日
本
留
下
来
的
両
種
柳
宗
元
集
版
本
」（
『
香
港
大
學
馮
平
山
圖

書
館
金
禧
紀
念
論
文
集
』
一
九
八
二
年
）
の
中
で
、
と
も
に
葉
程
の
跋
を
存
し
て
い
る
こ
と

か
ら
同
一
種
の
版
本
で
あ
る
と
し
、
字
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
、
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
外
集

末
に
あ
る
汪
檝
の
跋
に
あ
る
よ
う
に
、
古
く
な
り
腐
っ
た
版
木
や
誤
字
を
改
め
た
た
め
だ
と

い
う
。

『
文
化
庁
蔵
本
』
と
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
お
け
る
作
品
に
つ
い
て
は
、

戸
崎
哲
彦
「
南
宋
永
州
刊
『
唐
柳
先
生
文
集
』
三
三
巻
本
初
攷
」（
『
島
大
言
語
文
化
』
三
九

号
、
二
〇
一
五
）
に
詳
し
い
。
表
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

巻
・
部
類

所
収
作
品

巻
十
四

天
説
・
車
説
贈
楊
誨
之
・
鶻
説
・
羆
説
・
捕
蛇
者
説
・
示
＋
昔
説
・
朝
日
説

説
（
如
説

・
乗
桴
説
・
復
呉
子
松
説
・
謫
龍
説
・
読
韓
愈
毛
頴
伝
・
吏
商
・
鞭
賈
・
観

者
附
之
）

八
駿
圖
・
東
海
若

巻
十
五

龍
馬
圖
賛
・
伊
尹
五
就
桀
賛
并
序
・
梁
丘
據
賛
・
霹
靂
琴
賛
并
序
・
尊
勝
幢

弔
賛
箴
戒

賛
并
序
・
懼
箴
・
憂
箴
・
師
友
箴
・
三
戒
并
序
（
臨
江
之
麋
・
黔
之
驢
・
永

某
氏
之
鼠
）
・
敵
戒

巻
十
六

崇
豊
二
陵
集
礼
後
序
・
西
漢
文
類
序
・
濮
陽
呉
君
文
集
序
・
愚
渓
詩
序
・
同

序
上

呉
秀
才
武
陵
贈
李
睦
州
詩
序
・
楊
評
事
文
集
後
序
・
王
氏
唱
和
詩
序
・
陪
永

州
崔
使
君
遊
宴
南
池
序
・
婁
二
十
四
秀
才
花
下
詩
序
・
法
華
寺
西
亭
夜
飲
賦

詩
序
・
送
元
十
八
山
人
序
・
送
豆
盧
膺
秀
才
序
・
送
趙
大
秀
才
往
江
陵
序

巻
十
七

送
從
弟
謀
序
・
送
澥
序
・
送
徐
從
事
北
遊
序
・
送
桂
州
杜
留
後
序
・
送
李
判

序
中

官
往
桂
州
序
・
送
寧
国
范
明
府
序
・
送
薛
存
義
序
・
送
薛
判
官
量
移
序
・
送

易
師
楊
君
序
・
送
巽
上
人
赴
中
丞
叔
父
召
序
・
送
僧
浩
初
序
・
送
琛
上
人
南

遊
序
・
送
元
暠
師
序
・
送
内
弟
盧
遵
遊
桂
州
序
・
送
從
兄
偁
序
・
送
楊
凝
郎

中
使
還
汴
宋
後
序
・
送
蔡
秀
才
序
・
送
廖
有
方
序
・
送
嚴
秀
才
序
・
送
濬
上

人
歸
淮
南
序

巻
十
八

送
婁
圖
南
遊
淮
南
序
・
送
呂
譲
序
・
送
崔
九
策
序
・
送
韋
七
秀
才
序
・
送
南

序
下

涪
州
量
移
澧
州
序
・
送
崔
羣
序
・
送
韓
豐
後
序
・
送
蕭
錬
序
・
送
元
秀
才
序
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・
送
幸
南
容
帰
使
聯
句
序
・
送
苑
論
序
・
送
辛
殆
庶
序
・
送
班
孝
廉
序
・
送

獨
孤
申
叔
序
・
送
獨
孤
書
記
序
・
凌
助
教
蓬
屋
題
詩
序
・
送
文
暢
上
人
序
・

送
賈
山
人
序
・
送
辛
生
序
略
・
送
李
渭
序
・
送
文
郁
師
序
・
送
方
及
師
序
・

送
玄
挙
師
帰
幽
泉
寺
序
・
序
棋
・
序
飲

巻
二
十
九

進
農
書
状
・
譲
監
察
御
史
状
・
為
崔
中
丞
上
宰
相
状
・
代
人
進
磁
器
状
・
爲

状

南
承
嗣
請
從
軍
状
・
爲
京
畿
父
老
上
宰
相
状
・
爲
京
畿
父
老
上
府
君
状
・
爲

京
兆
府
訴
旱
損
状
・
上
戸
部
状
・
柳
州
上
本
府
状
・
上
中
書
門
下
状
三
首
・

上
裴
相
状
・
爲
廣
南
鄭
相
公
奏
百
姓
産
三
男
状
・
爲
浙
東
薛
中
丞
奏
五
色
雲

状
・
柳
州
挙
自
代
状
・
爲
南
承
嗣
乞
兩
河
効
用
状
・
爲
裴
中
丞
乞
討
黄
賊
上

裴
相
状
・
柳
州
上
中
書
門
下
状
・
爲
裴
中
丞
伐
黄
賊
轉
牒
・
爲
裴
中
丞
奏
邕

管
黄
家
賊
事
宜
状

巻
三
十

上
揚
州
李
相
公
啓
・
謝
李
相
公
示
手
札
啓
・
寄
趙
江
陵
啓
二
首
・
上
湖
南
李

啓

中
丞
啓
・
上
李
中
丞
所
著
文
啓
・
謝
李
中
丞
啓
・
上
厳
東
川
啓
・
寄
桂
州
李

中
丞
薦
盧
遵
啓
・
上
大
理
崔
少
卿
啓
・
與
邕
州
李
中
丞
啓
・
上
裴
晋
公
献
唐

雅
詩
啓
・
上
襄
陽
李
僕
射
啓
・
上
廣
州
趙
尚
書
啓
・
上
西
川
武
相
公
啓
・
上

襄
陽
李
尚
書
啓
・
上
江
陵
嚴
司
空
啓
・
上
河
陽
烏
尚
書
啓
・
賀
裴
桂
州
啓
・

上
裴
行
立
中
丞
撰
訾
家
洲
啓
・
與
衛
淮
南
石
琴
薦
啓
・
答
鄭
員
外
賀
啓
・
答

諸
州
賀
啓
・
上
嶺
南
鄭
相
公
啓

巻
三
十
一

非
国
語
上

巻
三
十
二

非
国
語
下

外
集

眎
民
詩
・
舜
禹
之
事
・
謗
譽
・
咸
宜
・
吾
子
・
河
間
伝
・
劉
叟
伝
・
送
元
暠

師
詩
・
為
崔
中
丞
賀
平
李
懐
光
表
・
為
京
兆
府
賀
雨
表
・
謝
端
午
賜
綾
帛
衣

服
表
・
爲
劉
同
州
謝
上
表
・
賀
践
祚
表
・
賀
赦
表
・
爲
楊
湖
南
謝
設
表
・
爲

武
中
丞
謝
賜
櫻
桃
表
・
為
裴
令
公
挙
裴
冕
表
・
謝
賜
時
服
表
・
爲
武
中
丞
謝

賜
新
茶
表
・
爲
韋
侍
郎
除
竇
群
表
・
賀
祈
雨
有
応
表
・
禮
部
賀
白
鵲
表
・
禮

部
賀
甘
露
表
・
京
兆
府
賀
嘉
瓜
白
兎
表
・
禮
部
賀
嘉
瓜
表
・
賀
白
龍
青
蓮
等

表
・
賀
答
歓
蓮
花
表
・
賀
雨
表
三
首
・
禮
部
賀
嘉
禾
芝
草
表
・
御
史
臺
賀
嘉

禾
表
・
爲
樊
左
丞
譲
官
表
・
為
裴
中
丞
謝
討
黄
賊
表
・
又
挙
人
自
代
伐
黄
賊

表
・
為
柳
公
綽
謝
上
表
・
代
李
愬
襄
州
謝
上
表
・
代
節
使
謝
遷
鎮
表
・
代
裴

行
立
謝
移
鎮
表
・
代
嶺
南
節
度
挙
裴
中
丞
自
代
表
・
奏
薦
従
事
表
・
賀
皇
太

子
牋
・
代
広
南
節
度
使
謝
出
鎮
表
・
上
宰
相
啓
・
上
裴
桂
州
状

後
序
・
跋

韓
愈
「
柳
子
厚
墓
誌
銘
」
・
韓
愈
「
祭
柳
子
厚
文
」
・
韓
愈
「
柳
州
羅
池
廟

碑
」・
柳
子
厚
先
生
伝
（
『
新
唐
書
』
所
収
）

葉
程
の
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
の
後
叙
・
趙
善
愖
と
銭
重
の
紹
煕
二
年
（
一

二
〇
八
）
の
跋
・
汪
檝
の
嘉
定
改
元
（
一
二
〇
八
）
十
月
の
跋

上
記
の
表
に
お
け
る
巻
数
と
そ
の
部
類
及
び
所
収
作
品
は
、
現
行
の
正
集
四
十
五
巻
本
の

そ
れ
と
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
柳
宗
元
集
の
源
流
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
異
同
の

詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
戸
崎
氏
論
文
に
詳
し
い
。

後
序
等
に
つ
い
て
は
、
葉
程
の
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
の
後
叙
と
趙
善
愖
・
銭
重
の
紹

煕
二
年
（
一
二
〇
八
）
の
跋
は
容
易
に
見
ら
れ
る
が
、
汪
檝
の
嘉
定
改
元
（
一
二
〇
八
）
十

月
の
跋
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

柳
河
東
之
文
雄
深
雅
健
、
昌
黎
韓
公
固
嘗
評
之
矣
。
由
唐
迄
今
、
数
百
載
傳
習
既
久
、

不
無
訛
舛
。
自
河
南
穆
伯
長
隴
西
李
之
才
、
以
古
学
倡
天
下
参
読
訂
正
逐
得
其
真
。
柳

侯
来
零
陵
最
久
、
凡
山
水
奇
秀
、
居
處
清
絶
、
必
於
其
文
發
之
。
故
其
文
之
奇
古
精
緻
、

載
於
集
中
者
、
多
零
陵
所
作
也
。
檝
到
官
之
初
、
謁
愚
渓
祠
、
退
而
訪
其
遺
文
、
得
公

庫
旧
集
、
日
累
月
益
、
墨
版
蠹
蝕
、
字
體
漫
滅
。
至
読
者
有
以
悴
為
倅
、
以
邁
為
遇
者
、

因
委
新
春
陵
理
掾
朱
君
敏
、
集
諸
家
善
本
、
校
讎
之
、
更
易
朽
腐
五
百
餘
版
、
釐
革
訛

舛
幾
数
百
字
。
半
朞
而
工
役
成
、
庶
可
以
伝
遠
。
或
尚
有
缺
漏
、
博
古
君
子
能
嗣
而
正
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之
、
抑
斯
文
之
幸
也
。
嘉
定
改
元
十
月

日
郡
守
鄱
陽
汪
檝
跋
。

来
歴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
宋
版
『
唐
柳
先
生
文
集
』
残
巻
に
つ
い
て
」

（
『
東
方
学
』
一
二
二
号
、
二
〇
一
一
）・
前
掲
戸
崎
氏
論
文
に
詳
し
い
。
正
確
な
記
録
と
し

て
は
、
澁
江
全
善
（
一
八
〇
五
～
一
八
五
八
）・
森
立
之
（
一
八
〇
七
～
一
八
八
五
）
の
『
経

籍
訪
古
志
』
に
、
賜
蘆
文
庫
に
全
十
巻
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
新
見
正

路
（
一
七
九
一
～
一
八
四
八
）
の
『
賜
蘆
書
院
儲
蔵
志
』
に
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四

）
に
は

既
に
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
と
『
文
化
庁
蔵
本
』
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
は
、
竹
添
光
鴻
・
松
方
文
庫
と
所
有
者
を
変
え
て
い
き
、
一
方
の

『
文
化
庁
蔵
本
』
は
、
浅
野
梅
堂
（
一
八
一
六
～
一
八
八
〇
）
の
漱
芳
閣
に
移
っ
た
こ
と
が

『
寒
檠
璅
綴
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
漱
芳
閣
に
移
っ
て
か
ら
後
、
巡
り
巡
っ
て
古
書
店
の
山

本
書
店
に
、
そ
し
て
文
化
庁
に
帰
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
文
化
庁
蔵
本
』
に
は
「
不
忍
文

庫
」
の
印
記
が
あ
り
、
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八
～
一
八
四
一
）
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
戸
崎
氏
は
賜
蘆
文
庫
よ
り
前
に
不
忍
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
既
に
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
と

『
文
化
庁
蔵
本
』
に
分
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
上
記
の
ご
と
く
記
録
と
一
致
し
な
い
点

も
あ
る
。
現
状
で
は
い
つ
の
時
点
で
不
忍
文
庫
に
存
在
し
た
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
賜
蘆

文
庫
に
お
い
て
『
文
化
庁
蔵
本
』
と
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
の
本
文

を
校
勘
し
た
者
が
お
り
、
そ
の
校
勘
を
記
し
た
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
集
』

が
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

清
水
茂
氏
の
前
掲
論
文
で
は
『
静
嘉
堂
蔵
本
』
を
対
象
と
し
て
、
拙
稿
で
は
『
文
化
庁
蔵

本
』
と
校
勘
し
た
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
の
書
き
入
れ
を
対
象
と
し

て
、
部
類
ご
と
の
作
品
の
出
入
り
、
作
品
の
配
列
順
序
、
本
文
に
お
け
る
字
の
異
同
等
を
検

証
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
論
で
も
、
宋
版
『
唐
柳
先
生
文
集
』
の
方
が
本
来
の
姿
を
残
し
て

お
り
、
柳
宗
元
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
価
値
を
有
し
て
い
る
と
結
論
す
る
。

②
『
重
校
添
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』〈
宋
版
〉

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
巻
九
の
み
所
蔵
さ
れ
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
に
巻
十
の

み
所
蔵
さ
れ
る
。
巻
九
は
第
一
葉
表
・
第
一
〇
葉
裏
・
第
一
一
葉
表
闕
。
巻
十
は
第
二
十
一

葉
ま
で
存
在
し
、
以
下
闕
。
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
に
完
本
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
複
製
本
（
台

湾
国
立
中
央
図
書
館
善
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）が
京
大
人
文
科
学
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

鄭
定
が
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
～
一
二
二
四
）
に
刻
刊
。
正
集
四
十
五
巻
外
集
二
巻
よ
り

構
成
さ
れ
る
。
本
文
と
注
は
『
五
百
家
注
唐
柳
先
生
集
』
と
変
わ
ら
な
い
が
、
重
校
、
添
注

さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
諸
家
注
の
後
に
「
重
校
」
と
明
記
し
て
字
句
の
異
同
を
示
し
、
ま
た

「
添
註
」
と
明
記
し
て
新
た
な
註
を
加
え
て
い
る
。
黄
丕
烈
は
『
蕘
圃
蔵
書
題
識
』
の
中
で
、

本
書
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

新
海
一
氏
「
鄭
定
輯
註
本
『
重
校
添
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』
札
記
」（
『
柳
文
研
究
序
説
』

所
収
）
に
よ
る
と
、
諸
々
の
柳
宗
元
集
と
鄭
定
輯
註
本
（
完
本
）
と
を
校
勘
し
、
そ
の
結
果

「
鄭
定
は
〈
増
広
注
釈
〉
系
の
本
に
敏
感
で
あ
る
。
廖
瑩
中
の
手
柄
で
は
な
く
、
鄭
定
の
努

力
が
大
い
に
与
っ
て
い
る
。
か
れ
は
同
時
に
英
華
本
や
唐
文
粋
に
も
留
意
し
て
い
る
し
、
わ

れ
わ
れ
が
今
日
実
見
で
き
ぬ
柳
文
の
善
本
、
北
宋
刊
本
の
い
わ
ゆ
る
蜀
本
を
か
な
り
蒐
集
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
物
語
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
黄
丕
烈
の
評
価
を
妥
当
と
す
る
。

ま
た
、
近
年
、
戸
崎
哲
彦
氏
が
「
南
宋
鄭
定
刊
『
重
校
添
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
』
考
（
上
）

（
下
）
」
（
『
島
大
言
語
文
化
』
四
二
号
・
四
四
号
、
二
〇
一
七
～
二
〇
一
八
）
の
中
で
、
台

湾
中
央
図
書
館
に
端
本
も
含
め
て
三
本
、
広
東
省
博
物
館
・
北
京
図
書
館
・
南
京
博
物
院
に

そ
れ
ぞ
れ
端
本
が
存
在
す
る
こ
と
、
柳
宗
元
集
諸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

③
『
唐
柳
先
生
集
』〈
朝
鮮
版
〉

国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
十
二
冊
。
正
集
四
十
三
巻
・
別
集
（
非
国
語
）
二
巻
・
外
集
二
巻

・
新
編
外
集
一
巻
・
別
録
一
巻
・
年
譜
一
巻
で
構
成
さ
れ
る
。
編
者
は
崔
万
理
、
朝
鮮
版
で

明
・
正
統
四
年
（
一
四
三
九
）
刊
行
。
後
跋
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

唐
韓
柳
氏
所
著
文
章
、
雄
偉
雅
健
、
傑
立
宇
宙
、
実
萬
世
作
者
軌
範
也
。
是
以
朱
文
公
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嘗
語
後
生
曰
、
若
将
韓
栁
文
熟
讀
、
不
到
不
會
做
文
章
。
然
二
書
皆
文
深
字
奇
、
註
解

無
慮
数
百
家
、
而
盛
行
于
世
者
、
韓
有
二
本
、
朱
子
校
本
、
字
正
而
註
略
、
五
百
家
註

本
、
註
詳
而
字
訛
。
柳
亦
有
二
本
、
其
増
広
註
釈
音
弁
、
又
不
如
五
百
家
之
詳
也
。
読

者
就
此
較
彼
、
未
易
領
會
。
正
統
戊
午
夏
、
殿
下
命
集
賢
殿
副
提
学
臣
崔
萬
理
、
直
提

学
臣
金
鑌
、
博
士
臣
李
永
端
成
均
、
司
藝
臣
趙
須
等
、
會
稡
為
一
、
以
便
披
閲
。
韓
主

朱
本
、
逐
節
先
書
考
異
、
其
元
註
入
句
未
断
者
、
移
入
句
断
。
五
百
家
註
及
韓
醇
詁
訓
、

更
采
詳
備
者
、
節
附
考
異
之
下
、
白
書
附
註
以
別
之
。
柳
主
増
註
音
弁
、
亦
取
五
百
家

註
・
韓
醇
詁
訓
詳
備
者
増
補
、
句
暢
其
旨
、
字
究
其
訓
。
開
巻
一
覧
、
昭
若
発
矇
。
既

徹
編
以
進
、
令
鑄
字
所
印
布
中
外
、
爰
命
臣
秀
文
、
跋
其
巻
後
。
臣
伏
覩
殿
下
、
以
緝

熙
聖
學
、
丕
闡
文
教
、
凡
諸
経
史
、
悉
印
悉
頒
。
又
慮
詞
體
之
不
古
、
發
揮
二
書
、
嘉

恵
儒
士
、
使
之
研
経
史
以
咀
其
実
、
追
韓
柳
以
摛
其
華
、
其
所
以
右
文
育
材
者
、
可
謂

無
所
不
用
其
極
矣
。
将
見
文
風
益
振
、
英
才
輩
出
、
煥
然
黼
黻
太
平
之
業
、
而
我
國
家

文
物
之
盛
、
炳
耀
千
古
也
無
疑
矣
。
正
統
四
年
冬
十
一
月
日
、
朝
散
大
夫
集
賢
殿
応
教

藝
文
応
教
知
製
教
経
筵
撿
討
官
兼
春
秋
館
記
注
官
臣
南
秀
文
拝
手
稽
首
敬
跋
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
で
は
『
増
広
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』（
以
下
『
音
弁
本
』
と
略
称
）

と
『
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』
（
以
下
『
五
百
家
注
本
』
と
略
称
）
の
二
書
が
流
布

し
て
い
た
。
『
五
百
家
注
本
』
の
注
は
『
音
弁
本
』
よ
り
も
詳
し
い
が
、
読
者
は
二
書
を
読

み
比
べ
る
の
は
大
変
で
あ
り
、
内
容
を
理
解
す
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
音
弁

本
』
を
主
に
し
て
、
『
五
百
家
註
本
』
と
韓
醇
の
『
詁
訓
唐
柳
先
生
文
集
』
の
詳
し
い
註
解

を
増
補
し
、
句
に
つ
い
て
は
十
分
に
内
容
を
述
べ
、
字
に
つ
い
て
は
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に

し
、
巻
を
開
け
ば
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
実
際
に
、
本
書
に
は
『
五
百
家
註

本
』
や
『
詁
訓
本
』
等
か
ら
適
当
と
思
わ
れ
る
諸
家
注
を
引
用
し
て
お
り
、
崔
万
理
の
編
集

意
図
が
よ
く
体
現
さ
れ
て
い
る
。

本
書
が
成
立
し
た
時
期
は
、
李
朝
第
四
代
国
王
世
宗
（
一
三
九
七
～
一
四
五
〇
）
が
治
め

て
い
た
時
期
に
当
た
る
。
世
宗
は
学
問
を
研
究
す
る
機
関
と
し
て
集
賢
殿
を
設
置
し
、
有
能

な
儒
学
者
や
官
奴
を
集
め
、
活
発
に
編
纂
事
業
を
行
い
、
文
化
振
興
に
努
め
た
。
朝
鮮
文
字

（
ハ
ン
グ
ル
）
を
創
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
崔
万
理
（
？
～
一
四
四
五
）
は
編
纂
事

業
に
関
わ
っ
た
一
人
で
あ
り
、朝
鮮
文
字
の
創
製
に
強
く
反
対
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

現
在
、
朝
鮮
版
『
唐
柳
先
生
集
』
は
『
柳
宗
元
集
校
注
』
『
柳
宗
元
大
辞
典
』
等
に
紹
介

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
資
料
的
価
値
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
日
本
に
は
国
立
公
文
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

（
二
）
中
国
か
ら
移
入
し
、
日
本
で
書
写
、
出
版
さ
れ
た
柳
宗
元
集

日
本
に
移
入
し
た
柳
宗
元
集
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
お
か
げ
で
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
鈔

本
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
印
刷
技
術
が
発
達
し
、
当
時
期
に
最
も
主
流
だ
っ
た
柳
宗
元
集
を

日
本
で
刻
刊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
版
本
が
存
在
す
る
。
主
だ
っ
た

も
の
を
以
下
に
取
り
上
げ
る
。

④
『
増
広
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』〈
鈔
本
・
四
十
五
巻
本
〉

蓬
左
文
庫
蔵
。
鈔
本
（
以
下
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
と
略
称
）
。
全
十
二
冊
。
正
集
四
十

五
巻
、
外
集
二
巻
、
附
録
一
巻
で
構
成
さ
れ
る
。「
御
本
」「
君
山
」
の
印
記
有
。
宋
代
の
避

諱
字
（
慎
・
匡
・
恒
・
弘
・
公
・
完
・
貞
・
敦
の
字
等
）
を
欠
筆
。

書
写
状
況
に
つ
い
て
、
巻
四
十
三
末
に
朱
書
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

此
詩
両
巻
漏
。
談
後
移
朱
点
而
已
。
正
和
元
年
十
一
月
九
日
志
於
武
州
金
沢
之
学
校
。

近
江
州
人
事
聡
達
行
年
三
十
三
。

ま
た
附
録
末
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

正
和
元
年
十
月
三
日
、
講
畢
。
遺
四
十
二
三
之
巻
。（
朱
書
）

正
和
元
年
九
月
廿
七
日
、
於
武
州
六
浦
金
澤
学
校
書
写
畢
。
但
中
間
四
十
二
三
遺
之
。

追
可
書
歟
。
江
州
貫
人
破
僧
聡
達
、
行
年
三
十
三
、
誌
之
。（
墨
書
）
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附
録
末
の
奥
書
は
二
度
に
わ
た
っ
て
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
墨
書
で
、
正
和
元
年
（
一

三
一
二
）
九
月
二
十
七
日
に
聡
達
な
る
僧
が
武
蔵
国
の
金
沢
学
校
に
お
い
て
書
写
し
終
わ
る

が
、
巻
四
十
二
と
四
十
三
は
残
っ
て
お
り
、
後
に
追
記
す
る
必
要
を
言
う
。
次
い
で
朱
書
で
、

十
月
三
日
に
講
義
を
終
え
た
が
、
巻
四
十
二
と
四
十
三
を
書
き
記
し
て
い
な
い
と
す
る
。
さ

ら
に
、
巻
四
十
三
末
を
見
る
と
、
十
一
月
九
日
、
両
巻
の
訓
点
を
書
き
記
し
終
わ
っ
た
と
あ

り
、
本
書
が
成
立
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

『
増
広
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
（
『
音
弁
本
』
）
は
、
紹
煕
三
年
か
ら
五
年
（
一
一
九
二

～
一
一
九
四
）
に
成
立
し
た
と
言
わ
れ
る
。
幾
種
か
版
が
存
し
、
最
も
利
用
さ
れ
る
の
は
『
四

部
叢
刊
初
編
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
元
刻
本
（
涵
芬
楼
蔵
）
の
影
印
（
以
下
『
四
部
叢
刊
音

弁
本
』
と
略
称
）
で
あ
る
。
拙
稿
「
蓬
左
文
庫
所
蔵
鈔
本
『
増
広
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』

に
つ
い
て
」（
『
中
国
文
史
論
叢
』
第
八
号
、
二
〇
一
二
・
三
）
で
は
、『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』

と
『
四
部
叢
刊
音
弁
本
』
を
比
較
し
、
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。
以

下
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。

構
成
面
に
着
目
す
る
と
、
両
者
は
次
の
表
の
よ
う
に
異
な
る
。

『
四
部
叢

陸
之
淵
「
柳
文
音
義
序
」
→
劉
禹
錫
「
唐
柳
先
生
文
集
序
」
→
諸
賢
姓
氏
→

刊
音
弁
本
』
目
録
→
正
集
四
十
三
巻
→
別
集
上
下
巻
（
非
国
語
）
→
外
集
上
下
巻
→
附
録

『
蓬
左
文

劉
禹
錫
「
唐
柳
先
生
文
集
序
」
→
陸
之
淵
「
柳
文
音
義
序
」
→
潘
緯
「
柳
文

庫
音
弁
本
』
音
義
序
」
→
劉
欽
「
河
東
柳
先
生
文
集
後
序
」
→
諸
賢
姓
氏
→
柳
先
生
年
譜

→
不
明
氏
「
年
譜
後
序
」
→
目
録
→
正
集
四
十
五
巻
→
外
集
上
下
巻
→
附
録

＊
正
集
四
十
五
巻
に
『
非
国
語
』
二
巻
が
含
ま
れ
る
。

＊
巻
二
に
「
披
沙
揀
金
賦
」
「
迎
長
日
賦
」
「
記
里
鼓
賦
」
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

両
者
を
比
較
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
で
は
『
非
国
語
』
二
巻
を
含

め
て
正
集
四
十
五
巻
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
四
部
叢
刊
音
弁
本
』
で
は
『
非
国
語
』
二

巻
を
別
集
と
し
、
正
集
四
十
三
巻
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
宋
代
に
は
正
集
四
十
三
巻
本
と

正
集
四
十
五
巻
本
が
混
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
『
音
弁
本
』
は
正
集
四
十
三
巻

本
が
主
流
で
あ
り
、
正
集
四
十
五
巻
本
の
版
本
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
北
京
大
学
の
李
木
斎

先
生
（
李
盛
鐸
）
蔵
書
に
一
本
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
に
は
、
「
披
沙
揀
金
賦
」
「
迎
長
日
賦
」
「
記
里
鼓
賦
」
の

三
賦
が
外
集
だ
け
で
な
く
巻
二
に
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。
『
四
部
叢
刊
音
弁
本
』
で
は
外
集

に
掲
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
で
は
書
写
者
・
聡
達
が
全
体
を
把
握

せ
ず
に
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
巻
二
で
は
、
「
増
廣
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
巻
之
二
」
で

一
旦
終
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
に
三
賦
が
存
す
る
。
次
い
で
、
さ
ら
に
「
音
註
唐
柳
先
生
文

集
巻
第
二
」
と
し
て
、
書
写
者
が
次
の
よ
う
な
書
き
入
れ
を
施
し
て
い
る
。

増
広
注
釈
音
弁
本
無
披
沙
揀
金
迎
長
春
日
記
里
鼓
之
三
賦
。
今
以
音
註
本
而
写
加
之
。

音
註
目
録
云
、
今
躰
賦
三
首
云
々
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
親
本
の
宋
版
『
音
弁
本
』
が
三
賦
を
巻
二
に
所
収
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
書
写
者
の
判
断
で
、
『
音
註
唐
柳
先
生
文
集
』
の
巻
二
に
よ
っ
て
、
こ
の
箇
所
に

書
き
加
え
て
い
る
。
巻
二
の
三
賦
で
は
、
い
ず
れ
も
難
読
字
の
反
切
が
記
さ
れ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
、
三
賦
以
外
の
『
音
註
唐
柳
先
生
文
集
』
の
作
品
が
無
い
の
で
、
書
写
者
が
依
拠

し
た
『
音
註
唐
柳
先
生
文
集
』
が
誰
の
手
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
。

次
い
で
、
序
文
面
に
着
目
す
る
と
、
前
表
の
よ
う
に
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
に
は
、
潘
緯

の
「
柳
文
音
義
序
」・
劉
欽
「
河
東
柳
先
生
文
集
後
序
」・
柳
先
生
年
譜
・
不
明
氏
「
年
譜
後

序
」
が
存
す
る
が
、
『
四
部
叢
刊
音
弁
本
』
に
は
欠
く
。
こ
れ
ら
の
序
や
年
譜
の
中
で
貴
重

な
の
は
劉
欽
「
河
東
柳
先
生
文
集
後
序
」
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。

河
東
柳
子
之
文
、
古
今
之
愛
重
者
、
亦
既
多
矣
。
昌
黎
韓
子
則
言
、
其
雄
深
雅
健
、
似

司
馬
子
長
。
中
山
劉
子
則
言
、
其
如
繁
星
麗
天
、
芒
寒
色
正
、
益
人
望
而
敬
之
者
也
。

後
之
覧
者
、
三
復
二
子
之
言
、
能
愛
之
重
之
、
会
之
於
心
、
斯
亦
足
矣
。
何
必
置
一
喙

於
其
間
哉
。
然
音
釈
之
有
正
有
訛
、
讐
校
之
、
或
詳
或
略
、
則
不
可
以
無
弁
。
今
怡
堂

劉
君
之
、
於
是
編
参
攷
諸
説
、
会
其
至
當
、
雖
不
加
一
辞
、
而
是
否
之
間
、
瞭
然
易
見
。
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是
豈
非
能
愛
之
重
之
、
而
会
之
於
心
也
歟
。
其
或
以
心
之
所
得
者
、
而
済
諸
人
、
當
不

在
韓
劉
二
家
門
弟
子
之
外
。
淳
祐
九
年
歳
在
巳
酉
良
月
朔
日
。
平
山
劉
欽
書
識
。

劉
欽
が
淳
祐
九
年(

一
二
四
八)

に
『
河
東
柳
先
生
文
集
』
に
対
し
て
述
べ
た
後
序
で
あ
る
。

こ
の
序
は
『
柳
宗
元
資
料
彙
編
』（
中
華
書
局
）
や
『
柳
宗
元
集
校
注
』（
中
華
書
局
）
等
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
淳
祐
九
年(

一
二
四
八)

の
序
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
蓬

左
文
庫
音
弁
本
』
が
親
本
と
し
た
宋
版
『
音
弁
本
』
は
、
必
然
的
に
そ
れ
以
降
に
刊
行
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
が
正
和
元
年(

一
三
一
二)

に
書
写
さ
れ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
刊
行
さ
れ
る
や
直
ち
に
日
本
に
移
入
さ
れ
、
金
沢
学
校
に
至
っ
た
よ
う
で
あ

る
。『

蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
と
『
四
部
叢
刊
音
弁
本
』
と
で
は
、
作
品
の
本
文
に
異
同
が
見
ら

れ
る
。『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
の
本
文
の
方
が
、
現
在
通
行
す
る
『
柳
宗
元
集
』（
中
華
書
局

：
底
本
『
新
刊
増
廣
百
家
詳
補
註
唐
柳
先
生
文
集
』
）
の
本
文
と
一
致
す
る
場
合
が
多
い
こ

と
か
ら
、『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
の
方
が
、『
四
部
叢
刊
音
弁
本
』
よ
り
適
切
な
本
文
を
備
え

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
拙
稿
で
『
蓬
左
文
庫
音
弁
本
』
の
親
本
と
も
言
え
る
宋
版
が
北
京
大
学
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
が
、
戸
崎
哲
彦
氏
は
、
そ
の
北
京
大
学
蔵
本
を
実
際

に
調
査
さ
れ
、
「
南
宋
淳
祐
九
年
劉
欽
序
劉
怡
堂
輯
註
『
増
廣
註
釋
音
辯
唐
柳
先
生
集
』
四

十
五
巻
１
２
行
本
考
」（
『
島
大
言
語
文
化
』
三
三
号
、
二
〇
一
二
・
一
〇
）
で
、
柳
宗
元
集

の
諸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
氏
は
『
音
弁
本
』
の
輯
註
者
が
劉
怡
堂
と
す
る

説
を
打
ち
立
て
て
い
る
。

⑤
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』〈
日
本
南
北
朝
五
山
版
〉

内
閣
文
庫
・
国
会
図
書
館
・
書
陵
部
を
始
め
と
し
て
多
く
の
機
関
で
所
蔵
さ
れ
る
。
首
一

巻
（
序
伝
目
録
）
、
正
集
四
十
五
巻
、
龍
城
録
二
巻
、
附
録
二
巻
で
構
成
さ
れ
る
。
龍
城
録

二
巻
と
附
録
二
巻
が
存
す
る
の
は
龍
谷
大
学
所
蔵
本
で
あ
る
。

本
書
の
価
値
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』
に
つ

い
て
―
五
山
版
の
再
検
討
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
文
学
』
一
二
巻
第
五
号
、
二
〇
一
一
）
に
詳

し
い
。
以
下
に
そ
の
要
略
を
示
す
。
巻
四
十
五
末
の
刊
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

祖
在
唐
山
福
州
境
界
。
福
建
行
省
興
化
路
莆
田
県
仁
徳
里
台
諫
坊
住
人
兪
良
甫
、
久
住

日
本
京
城
阜
近
、
幾
年
労
鹿
、
至
今
喜
成
矣
。
歳
次
丁
卯
仲
秋
印
題
。

「
労
鹿
」
は
、
莆
田
県
の
方
言
で
「
劳
碌
」
「
劳
累
」
に
当
た
り
、
苦
労
し
て
働
く
と
い
う

意
で
あ
る
。
中
国
か
ら
渡
来
し
た
刻
工
・
兪
良
甫
が
、
何
年
も
か
け
て
苦
労
し
て
「
丁
卯
」
、

嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七

）
に
京
都
嵯
峨
に
お
い
て
刊
行
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
末
期
に
か
け
て
、
京
都
五
山
な
ど
の
禅
僧
に
よ
っ
て
禅
籍
・
語
録
・

詩
文
集
・
経
巻
な
ど
の
多
く
の
書
目
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
書
を
総
称
し
て
「
五
山
版
」

と
い
う
。
五
山
版
を
刊
刻
し
た
の
は
、
大
陸
か
ら
渡
来
し
た
刻
工
者
で
あ
り
、
刊
記
に
見
え

る
兪
良
甫
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
兪
良
甫
の
名
は
他
に
も
『
碧
山
堂
集
』
『
白
雲
詩
集
』

『
伝
法
正
宗
記
』
の
刊
記
に
見
え
、
大
陸
で
「
学
士
」
を
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学

識
を
有
す
る
者
だ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

中
国
に
お
い
て
書
名
に
「
五
百
家
註
」
を
冠
し
た
柳
文
注
釈
書
に
、
四
庫
全
書
に
所
収
さ

れ
る
宋
版
『
五
百
家
註
唐
柳
先
生
文
集
』(

以
下
『
四
庫
全
書
五
百
家
註
本
』
と
略
称)

と
北

京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
』
（
以
下
『
北
京
図
書
館

五
百
家
註
本
』
と
略
称
）
が
あ
る
。
『
四
庫
全
書
五
百
家
註
本
』
は
、
魏
仲
挙
が
慶
元
六
年

（
一
二
〇
〇
）
に
刻
刊
。
正
集
四
十
五
巻
・
新
編
外
集
三
巻
・
龍
城
録
二
巻
・
附
録
四
巻
よ

り
構
成
さ
れ
る
が
、
巻
二
十
二
か
ら
巻
四
十
五
を
欠
く
。
『
北
京
図
書
館
五
百
家
註
本
』
は

巻
十
六
～
二
十
一
と
巻
三
十
七
～
四
十
一
が
現
存
し
、
現
在
、
北
京
図
書
館
再
造
善
本
に
よ

っ
て
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
、
清
水
茂
氏
が
「
日
本
留
下
来
的
両
種
柳
宗
元
集
版
本
」（
『
香
港
大
學
馮
平
山
圖
書

館
金
禧
紀
念
論
文
集
』
一
九
八
二
年
）
の
中
で
、『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
は
、『
四
庫
全
書

五
百
家
註
本
』
の
覆
刊
で
あ
り
、
『
四
庫
全
書
五
百
家
註
本
』
が
巻
一
か
ら
巻
二
十
一
ま
で
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し
か
存
在
し
な
い
の
に
対
し
、
巻
四
十
五
ま
で
を
完
備
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
か

ら
、
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
岳
珍
氏
が
「
柳

集
五
百
家
注
兪
良
甫
翻
宋
本
考
述
」（
『
典
籍
与
文
化
』
二
〇
〇
九
総
第
六
八
期
）
の
中
で
、

『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
を
『
四
庫
全
書
五
百
家
註
本
』
と
校
勘
す
る
と
多
く
の
異
同
が
存

在
す
る
の
に
対
し
、『
北
京
図
書
館
五
百
家
註
本
』
の
一
葉
当
た
り
の
行
数
、
各
行
の
字
数
、

諸
註
の
配
置
が
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
と
同
じ
で
あ
り
、
字
の
異
同
も
な
い
こ
と
か
ら
、

『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
は
『
北
京
図
書
館
五
百
家
註
本
』
を
忠
実
に
翻
刻
し
た
も
の
だ
と

証
し
た
。
そ
も
そ
も
『
四
庫
全
書
五
百
家
註
本
』
に
は
書
名
に
「
新
刊
」
の
二
字
が
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
は
『
北
京
図
書
館
五
百
家
註
本
』
の
覆
刊
と

い
う
説
で
問
題
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
前
掲
拙
稿
の
中
で
、
実
際
に
『
五
山
版

五
百
家
註
本
』
を
『
北
京
図
書
館
五
百
家
註
本
』
と
校
勘
す
る
と
、
本
文
の
異
同
が
見
ら
れ

る
他
、
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
に
し
か
な
い
注
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
『
増
広
註

釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
の
本
文
・
注
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
刻
工
の
兪
良
甫
は
、

『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
を
刻
す
る
に
あ
た
り
、
『
北
京
五
百
家
註
本
』
を
覆
刊
の
原
本
に

し
な
が
ら
も
、
適
宜
『
音
弁
本
』
を
校
勘
に
用
い
て
本
文
を
改
訂
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
有

益
と
思
わ
れ
る
注
釈
を
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
に
付
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
五

山
版
五
百
家
註
本
』
は
、
兪
良
甫
刊
刻
の
日
本
独
自
の
版
本
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
は
刊
行
さ
れ
た
後
、
禅
林
に
お
い
て
流
布
し
、
江
戸
に
入
っ
て

か
ら
も
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
蒋
之
翹
注
『
唐
柳
河
東
集
』
が
覆
刊
さ
れ
る
ま
で
、
文

人
間
で
重
宝
さ
れ
た
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
は
、
そ
の
奥
書
に
「
壬

寅
四
月
十
日
、
終
滴
研
之
点
。
誠
有
功
乎
柳
文
者
也
。
謂
之
善
本
亦
得
矣
。
于
時
余
弱
冠
年

也
。
信
勝
」
と
あ
り
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
そ
の
書
は
現
在
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
国
立
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
の
画
像
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
『
日
本
五
山
版
漢
籍
善
本
集
刊
』
で
も
、
そ
の
影
印
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑥
『
唐
柳
河
東
集
』〈
蒋
之
翹
注
『
唐
柳
河
東
集
』
覆
刊
・
石
齋
鵜
飼
先
生
訓
點
〉

読
柳
集
叙
説
一
巻
、
正
集
四
十
五
巻
、
唐
柳
河
東
集
遺
文
一
巻
、
唐
柳
河
東
外
集
二
巻
で

構
成
さ
れ
る
。
明
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
一
六
四
四
）
、
蒋
之
翹
（
一
五
九
六
～
一
六
五

九
）
が
注
し
た
『
唐
柳
河
東
集
』
を
覆
刊
す
る
際
に
、
鵜
飼
石
斎
（
一
六
一
五
～
一
六
六
四
）

が
訓
点
を
施
し
た
書
。
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
京
都
の
秋
田
屋
平
左
衛
門
が
刊
行
し
、

そ
の
後
『
唐
韓
昌
黎
集
』
と
合
印
さ
れ
、
中
江
久
四
郎
が
刊
行
し
た
。

蒋
之
翹
注
『
唐
柳
河
東
集
』
は
、
読
柳
集
叙
説
一
巻
、
正
集
四
十
五
巻
、
唐
柳
河
東
集
遺

文
一
巻
、
唐
柳
河
東
外
集
五
巻
、
附
録
一
巻
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
構
成
は
、
蒋
之
翹
が
新

た
に
施
し
た
編
次
で
あ
る
。
従
来
の
集
注
本
に
、
何
良
俊
・
帰
有
光
・
唐
順
之
・
茅
坤
・
王

世
貞
・
胡
応
麟
等
の
注
や
評
を
加
え
た
、
明
代
を
代
表
す
る
柳
宗
元
集
で
あ
る
。

寛
文
四
年
版
『
唐
柳
河
東
集
』
と
明
版
『
唐
柳
河
東
集
』
と
を
比
較
す
る
と
、
明
版
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
白
文
（
漢
字
の
み
の
文
章
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
寛
文
四
年
版
は
訓
点
（
読

む
順
序
を
示
す
返
り
点
と
読
み
方
を
示
す
送
り
仮
名
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
を
施
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
が
読
む
漢
字
の
順
序
や
意
味
が
分
か
る
た
め
、
柳
宗
元
の
作
品
を
読

解
す
る
上
で
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
そ
の
受
容
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
一
方
、
明
版
は
外
集

五
巻
・
附
録
一
巻
で
あ
る
の
に
対
し
、
寛
文
四
年
版
は
外
集
二
巻
し
か
な
い
。
巻
三
～
五
及

び
附
録
を
覆
刻
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。

鵜
飼
石
斎
は
、
名
は
信
之
、
宇
は
子
直
、
号
は
心
耕
子
・
石
庵
・
貞
節
。
江
戸
に
生
ま
れ
、

二
十
歳
前
後
で
京
都
に
遊
学
し
、
藤
原
惺
窩
の
高
弟
・
那
波
活
所
に
学
ん
だ
。
林
羅
山
に
師

事
し
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
、
尼
崎
藩
主
青
山
幸
利
に
仕
え
、
侍

講
と
し
て
藩
主
・
藩
士
に
講
義
し
た
。
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
致
仕
し
て
上
洛
、
京
都

油
小
路
で
私
塾
を
開
い
て
門
人
を
育
成
し
た
。
三
十
代
よ
り
多
く
の
訓
点
本
・
訓
校
本
・
著

作
を
手
が
け
、
そ
の
数
は
三
一
種
六
七
三
巻
に
の
ぼ
る
。
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現
在
、
寛
文
四
年
刊
『
唐
柳
河
東
集
』
は
、
汲
古
書
院
刊
行
の
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
の

中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
比
較
的
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
人
の
柳
宗
元
研
究
に
お

い
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

⑦
『
柳
文
』〈
游
居
敬
校
『
柳
文
』
覆
刊
〉

正
集
四
十
三
巻
、
別
集
（
非
国
語
）
二
巻
、
外
集
二
巻
、
附
録
で
構
成
さ
れ
る
。
明
版
・

游
居
敬
校
『
柳
文
』
の
覆
刊
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
刊
行
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

に
重
刊
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
昌
平
坂
学
問
所
が
刊
行
し
た
書
物
の
こ
と
を
「
官
版
」
と
呼

び
、『
柳
文
』
も
そ
れ
に
あ
た
る
。
同
じ
く
游
居
敬
校
『
韓
文
』
と
合
刻
。

明
版
『
柳
文
』
は
、
明
嘉
靖
十
五
年
（
一
五
三
六
）
に
、
南
平
県
（
現
福
建
省
南
平
市
）

の
游
居
敬
（
一
五
〇
九
～
一
五
七
一
）
が
校
正
を
行
い
、
刊
行
し
た
書
で
あ
る
。
葉
徳
輝
（
一

八
六
三
～
一
九
二
七
）
は
『
書
林
清
話
』
巻
五
で
游
居
敬
が
刊
刻
し
た
こ
の
書
と
『
韓
文
』

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
、
杉
山
精
一
氏
の
『
官
版
書
籍
解
題
略
』
の

『
韓
文
』
に
「
明
嘉
靖
中
游
居
敬
箋
釈
ヲ
省
キ
正
文
ノ
ミ
ヲ
校
刻
」（
『
柳
文
』
に
は
「
韓
集

ト
同
シ
ク
居
敬
カ
刻
ス
ル
所
ナ
リ
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
四
部
叢
刊
所
収
『
増
広
注
釈
音
弁

唐
柳
先
生
集
』
か
ら
注
釈
の
箇
所
を
削
り
取
っ
た
だ
け
で
、
游
居
敬
が
校
正
し
た
箇
所
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

現
在
、
日
本
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
柳
文
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館

を
は
じ
め
、
多
く
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

⑧
『
唐
柳
先
生
新
編
外
集
并
年
譜
』〈
朝
鮮
版
崔
万
理
編
『
唐
柳
先
生
集
』
覆
刊
〉

唐
柳
先
生
新
編
外
集
一
巻
、
唐
柳
先
生
年
譜
一
巻
で
構
成
さ
れ
る
。
大
島
桃
年
校
訂
。
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）
刊
。
全
文
に
返
り
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
新
編
外
集
に
は
「
墓
誌
」

と
し
て
「
故
連
州
員
外
司
馬
凌
君
墓
後
誌
」「
万
年
県
丞
柳
君
墓
誌
并
序
」「
處
士
段
弘
古
墓

誌
」「
潞
州
兵
曹
柳
君
墓
誌
」「
永
州
司
功
参
軍
譚
随
亡
母
毛
氏
誌
文
」
を
配
列
し
、
韓
醇
の

「
柳
文
後
記
」
を
収
め
る
。
唐
柳
先
生
年
譜
に
次
い
で
、
大
島
桃
年
の
跋
文
が
次
の
よ
う
に

あ
る
。按

四
庫
全
書
総
目
、
唐
柳
先
生
文
集
四
十
五
巻
、
外
集
二
巻
、
新
編
外
集
一
巻
、
附
録

二
巻
。
余
旧
蔵
朝
鮮
活
字
版
柳
文
外
集
。
其
編
目
與
四
庫
総
目
合
。
別
有
年
譜
一
巻
。

而
世
所
通
行
蒋
之
翹
校
本
、
除
外
集
二
巻
外
、
新
編
附
録
倶
闕
。
其
外
集
二
巻
、
亦
分

上
巻
充
其
数
、
而
下
巻
全
闕
。
刊
刻
柳
文
、
則
下
巻
附
録
皆
具
。
而
仍
闕
新
編
年
譜
、

今
以
蔵
本
上
梓
。
以
補
二
本
之
闕
、
意
世
自
有
完
本
。
但
遠
境
難
於
捜
索
、
姑
印
数
本

遺
之
社
友
云
。
嘉
永
己
酉
冬
十
月
加
藩
大
島
桃
年
識
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
島
は
四
庫
全
書
に
所
収
さ
れ
る
『
詁
訓
柳
先
生
文
集
』
が
正
集
四
十
五

巻
・
外
集
二
巻
・
新
編
外
集
一
巻
・
附
録
二
巻
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
自
身
が
所
有
す
る

③
の
朝
鮮
版
『
唐
柳
先
生
集
』
と
編
目
が
同
じ
で
あ
り
、
別
に
年
譜
一
巻
が
存
す
る
と
い
う
。

当
時
日
本
に
流
布
し
て
い
た
⑥
の
石
齋
鵜
飼
先
生
訓
點
『
唐
柳
河
東
集
』
は
、
外
集
二
巻
を

存
す
る
が
、
そ
の
外
集
二
巻
は
『
詁
訓
柳
先
生
文
集
』
の
外
集
上
巻
の
部
分
を
収
め
る
に
過

ぎ
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
⑥
の
石
齋
鵜
飼
先
生
訓
點
『
唐
柳
河
東
集
』
は
『
詁
訓
柳
先
生

文
集
』
の
外
集
下
巻
と
新
編
外
集
と
附
録
を
欠
く
。
そ
し
て
⑦
の
官
版
『
柳
文
』
は
、
『
詁

訓
柳
先
生
文
集
』
の
外
集
下
巻
と
附
録
を
備
え
て
い
る
。
総
じ
て
見
る
と
、
新
編
外
集
と
年

譜
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
自
分
の
所
蔵
す
る
③
の
朝
鮮
版
『
唐
柳
先
生
集
』

の
新
編
外
集
と
年
譜
を
用
い
、
そ
れ
を
板
木
に
彫
っ
て
刊
行
し
、
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
新
編
外
集
と
年
譜
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

現
在
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
大
島
の
稿
本
と
板
木
と
版
本
が
残
っ
て
お

り
、
稿
本
に
は
「
学
問
所
改
」
の
印
が
押
し
て
あ
る
。
「
学
問
所
改
」
の
印
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
昌
平
坂
学
問
所
の
承
認
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
国
立
公
文
書
館

に
は
昌
平
坂
学
問
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
崔
万
理
が
編
し
た
朝
鮮
版
『
唐
柳
先
生
集
』
（
四

十
三
巻
、
別
集
二
巻
、
外
集
二
巻
・
新
編
外
集
一
巻
・
別
録
一
巻
・
年
譜
一
巻
）
が
残
さ
れ

て
い
る
。
す
で
に
新
海
一
氏
が
「
柳
文
校
勘
試
論
―
凌
準
の
死
を
め
ぐ
っ
て
―
」
で
、
『
唐
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柳
先
生
新
編
外
集
并
年
譜
』
と
朝
鮮
版
『
唐
柳
先
生
集
』
の
字
句
が
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
版
『
唐
柳
先
生
集
』
は
、

も
と
大
島
が
所
有
し
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

大
島
桃
年
（
一
七
九
四
～
一
八
五
三
）
は
、
字
を
景
實
、
初
め
藍
涯
と
號
し
、
後
に
柴
垣

と
改
め
る
。
昌
平
坂
学
問
所
に
学
び
、
時
に
大
槻
磐
溪
（
一
八
〇
一
～
一
八
七
八
）
と
親
交

を
深
め
る
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
加
賀
に
帰
り
、
明
倫
堂
助
教
と
な
る
。
前
田
齊
泰
（
一

八
一
一
～
一
八
八
四
）
よ
り
諸
書
の
校
刻
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
力
量
を
発
揮
し
、
齊
泰
の
期

待
に
応
え
る
。
桃
年
の
学
問
・
修
養
の
場
所
を
「
催
詩
楼
」
と
呼
び
、
自
身
が
記
し
た
「
催

詩
楼
記
」
は
頼
山
陽
に
絶
賛
さ
れ
た
。

現
在
、
『
唐
柳
先
生
新
編
外
集
并
年
譜
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
を
は

じ
め
、
多
く
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
日
本
で
創
出
さ
れ
た
柳
宗
元
集

柳
宗
元
集
の
受
容
が
深
化
す
る
と
、日
本
人
が
独
自
の
注
釈
・
解
釈
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
ら
を
集
め
た
新
た
な
柳
宗
元
集
を
創
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
人
の
手

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
柳
宗
元
集
を
取
り
上
げ
る
。

⑨
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
『
柳
文
抄
』

南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
（
場
合
に
よ
っ
て
は
江
戸
時
代
も
入
る
）
に
か
け
て
、
禅
林

・
博
士
家
・
神
道
家
・
医
家
・
足
利
学
校
な
ど
で
製
さ
れ
た
、
漢
籍
・
仏
典
・
国
書
に
対
す

る
注
釈
書
の
こ
と
を
「
抄
物
」
と
い
う
。
中
世
禅
林
に
お
い
て
柳
宗
元
集
に
対
し
て
も
「
抄

物
」
が
書
か
れ
た
。

『
柳
文
抄
』
は
、
現
在
、
建
仁
寺
両
足
院
と
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
建
仁
寺

両
足
院
所
蔵
の
『
柳
文
抄
』
（
以
下
、
「
両
足
院
本
」
と
呼
称
）
は
、
全
六
冊
。
「
両
足
院
」

の
朱
印
有
り
。
正
集
四
五
巻
の
内
、
巻
十
四
・
巻
三
十
九
・
巻
四
十
四
・
巻
四
十
五
に
対
す

る
抄
を
欠
く
。
第
六
冊
の
奥
書
に
「
永
禄
第
八
乙
丑
十
月
朔
日
書
写
之
了
。
禅
昌
院
継
天
首

座
本
借
用
。
宗
二
六
十
八
歳
。
不
休
庵
書
之
。」
と
あ
り
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）、
林
宗

二
（
一
四
九
八
～
一
五
八
一
）
が
六
十
八
歳
の
時
、
禅
昌
院
の
継
天
寿
戩
（
一
四
九
五
～
一

五
四
九
）
が
生
前
に
所
有
し
て
い
た
本
を
借
用
し
、
不
休
庵
に
お
い
て
書
写
し
た
こ
と
が
分

か
る
。

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
『
柳
文
抄
』（
以
下
、「
尊
経
閣
本
」
と
呼
称
）
は
、
全
十
三
冊
。「
金

澤
学
校
」
と
「
㊫
」
の
印
有
り
。
両
足
院
本
と
比
較
す
る
と
、
同
様
に
巻
十
四
・
巻
三
十
九

・
巻
四
十
四
・
巻
四
十
五
に
対
す
る
抄
を
欠
き
、
詩
の
配
列
や
抄
文
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
尊
経
閣
本
が
両
足
院
本
を
書
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

『
柳
文
抄
』
は
、
漢
字
・
仮
名
交
じ
り
の
文
章
で
書
か
れ
た
仮
名
抄
と
漢
字
の
み
で
書
か

れ
た
漢
文
抄
の
二
つ
の
抄
を
あ
わ
せ
て
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抄
で
抄
者
（
注
釈
者
）

が
異
な
る
。

仮
名
抄
に
は
、
「
旧
」
と
略
表
記
さ
れ
て
い
る
抄
・
太
白
真
玄
（
？
～
一
四
一
五
）
の
抄

・
江
西
龍
派
（
一
三
七
五
～
一
四
四
六
）
の
抄
・
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
の

抄
・
歴
代
禅
僧
の
抄
・
「
私
」
こ
と
天
隠
龍
澤(

一
四
二
二
～
一
五
〇
〇)

の
抄
が
見
ら
れ
る
。

中
心
を
な
す
の
は
、
江
西
龍
派
の
講
抄
で
あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
禅
僧
の
講
義
及
び
講
抄
を

採
録
し
、
最
後
に
天
隠
龍
澤
の
見
解
を
記
し
た
も
の
が
仮
名
抄
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の

仮
名
抄
は
、
巻
一
よ
り
巻
三
十
八
ま
で
存
し
、
『
五
百
家
注
本
』
の
作
品
配
列
に
よ
っ
て
い

る
。漢

文
抄
は
、
惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
～
一
四
三
七
）
の
講
義
録
を
中
心
と
し
て
、
太
白
真

玄
の
抄
、
瑞
渓
周
鳳
の
抄
を
採
録
し
、「
愚
謂
」
と
あ
る
抄
者
の
抄
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

漢
文
抄
は
巻
十
九
「
尊
勝
幢
賛
（
并
序
）
」
よ
り
仮
名
抄
に
加
わ
り
、『
柳
文
抄
』
の
中
で
「
別

抄
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
十
以
降
は
漢
文
抄
の
み
存
在
し
、
巻
四
十
二
と
巻
四
十
三
に

つ
い
て
は
巻
の
全
作
品
を
一
通
り
注
釈
し
た
後
に
、
巻
の
最
初
の
作
品
に
戻
り
全
作
品
を
も
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う
一
度
注
釈
し
て
い
る
。
こ
の
漢
文
抄
は
、
最
初
に
巻
十
九
か
ら
巻
四
十
三
ま
で
が
『
音
弁

本
』
を
底
本
に
用
い
て
注
釈
さ
れ
、
そ
の
後
、
巻
四
十
二
と
巻
四
十
三
に
つ
い
て
は
、
再
度

『
五
百
家
本
』
を
底
本
に
し
て
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
で
用
い
た
底
本
が
異

な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

瑞
渓
は
様
々
な
書
か
ら
抜
粋
し
た
『
刻
楮
集
』
二
百
巻
を
編
し
て
お
り
、
天
隠
龍
澤
は
『
刻

楮
集
』
二
百
巻
を
更
に
抜
粋
し
て
五
十
四
巻
に
し
た
『
刻
楮
』
を
編
し
て
い
る
。
天
隠
『
刻

楮
』
に
は
瑞
渓
『
刻
楮
集
』
目
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
録
に
は
巻
五
十
三
か
ら
五
十

五
が
『
柳
抄
』、
巻
八
十
四
か
ら
八
十
九
が
『
柳
文
口
義
』
と
な
っ
て
い
る
。『
柳
文
抄
』
の

編
纂
者
で
あ
る
が
、
巻
十
七
の
巻
頭
に
「
柳
文
刻
楮
抄
第
十
七
」
と
あ
る
。
瑞
渓
の
柳
文
解

釈
そ
の
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
私
」
「
愚
」
（
天
隠
龍
澤
）
の
称
が
あ
る
た
め
、
そ
の

判
断
は
正
し
く
な
い
。
編
纂
者
（
天
隠
龍
澤
）
の
瑞
渓
講
義
の
聞
書
、
あ
る
い
は
瑞
渓
『
刻

楮
集
』
か
ら
抜
書
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

『
柳
文
抄
』
は
天
隠
か
ら
学
芸
上
の
門
生
・
月
舟
寿
桂
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
そ
の
法
嗣
・

継
天
寿
戩
（
親
本
所
有
者
）
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
両
足
院
に
縁
の
深

い
林
宗
二
（
『
柳
文
抄
』
書
写
者
）
は
、
建
仁
寺
に
住
し
た
継
天
と
交
流
が
あ
り
、『
柳
文
抄
』

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
柳
文
抄
』「
序
」
に
、「
日
本
ヘ
ハ
音
辯
本
カ
最
初
ニ
来
。
其
後
五
百
家
来
カ
、
五
百
家

ニ
ハ
孫
注
カ
ワ
ル
イ
事
ヲ
シ
タ
。
近
比
音
義
本
来
、
此
ハ
重
宝
也
。
音
辯
本
ハ
无
用
也
」
と

あ
り
、
日
本
禅
林
に
は
『
音
弁
本
』
が
最
初
に
伝
来
し
、
続
い
て
『
五
百
家
本
』『
音
義
本
』

が
伝
来
し
た
ら
し
い
。
仮
名
抄
と
漢
文
抄
と
で
底
本
が
異
な
る
が
、
禅
僧
が
柳
文
を
理
解
す

る
と
き
に
は
、
『
五
百
家
本
』
『
音
弁
本
』
『
音
義
本
』
が
中
心
と
な
る
参
考
書
で
あ
り
、
三

書
の
注
釈
に
基
づ
い
て
解
釈
し
て
い
る
。

『
柳
文
抄
』
は
日
本
に
お
け
る
最
初
の
柳
文
注
釈
書
で
あ
り
、
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
も
、

従
来
柳
宗
元
研
究
の
中
で
顧
み
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
『
柳
文
抄
』
の
一
篇
一
篇
を
詳
細
に

吟
味
し
て
ゆ
け
ば
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
鮮
な
解
釈
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
。

現
在
、
臨
川
書
店
よ
り
『
柳
文
抄
』
が
刊
行
さ
れ
、
両
足
院
所
蔵
本
を
影
印
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
上
記
の
内
容
は
、
そ
の
解
題
で
あ
る
拙
稿
「
『
柳
文
抄
』
に
つ
い
て
」
に
拠
っ

て
い
る
。

⑩
近
藤
元
粋
『
柳
柳
州
詩
集
』

四
巻
、
詩
話
一
巻
で
構
成
さ
れ
る
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
刊
行
。
巻
頭
に
邵
経

邦
に
よ
る
柳
宗
元
の
伝
「
弘
簡
録
文
翰
伝
」（
『
弘
簡
録
』
巻
五
十
四
）
を
所
収
。
巻
一
に
は

「
奉
平
淮
夷
雅
表
」
「
唐
鐃
歌
鼓
吹
曲
十
二
篇
」
「
貞
符
并
序
」
「
視
民
詩
」
を
収
め
、
巻
二

に
は
正
集
四
十
五
巻
本
中
の
巻
四
十
二
・
巻
四
十
三
の
配
列
順
序
で
、
「
同
劉
二
十
八
院
長

寄
澧
州
張
使
君
八
十
韻
」
か
ら
「
柳
州
寄
丈
人
周
韶
州
」
ま
で
を
収
め
、
巻
三
に
は
「
登
柳

州
峨
山
」
か
ら
「
戯
題
石
門
長
老
東
軒
」
ま
で
を
収
め
、
巻
四
に
は
「
茆
簷
下
始
栽
竹
」
か

ら
「
春
懷
故
園
」
ま
で
を
収
め
る
。
そ
の
後
、
柳
宗
元
詩
に
関
す
る
詩
話
と
王
孟
韋
柳
に
関

す
る
詩
話
を
収
め
る
。

巻
一
か
ら
詩
話
に
至
る
ま
で
、
頭
書
に
近
藤
元
粋
の
柳
詩
を
詩
と
し
て
味
わ
い
吟
味
す
る

評
語
、
及
び
蒋
之
翹
・
劉
辰
翁
等
の
評
語
、
そ
し
て
他
書
と
校
勘
し
て
適
当
と
す
る
字
の
異

同
を
記
し
、
詩
句
に
は
返
り
点
を
施
し
、
注
意
す
べ
き
語
句
や
詩
句
に
圏
点
を
書
き
入
れ
て

い
る
。

近
藤
元
粋
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
二
）
は
、
愛
媛
県
松
山
の
人
。
名
は
元
粋
、
字
は
純
叔
、

号
は
南
洲
・
蛍
雪
軒
と
い
う
。
初
め
藩
校
の
明
教
館
に
入
り
、
藤
野
海
南
に
従
う
。
後
、
芳

野
金
陵
に
就
い
て
漢
学
を
学
ぶ
。
江
戸
へ
遊
学
し
た
後
、
帰
郷
し
て
明
教
館
の
助
教
授
と
な

る
。
明
教
館
の
廃
止
に
伴
い
、
二
十
七
歳
で
大
阪
に
居
を
移
し
、
「
猶
興
書
院
」
を
開
き
、

子
弟
を
教
育
し
て
学
問
を
広
め
た
。
四
十
六
歳
で
京
都
に
赴
き
、
皆
川
淇
園
を
師
事
し
て
文

筆
の
業
に
従
事
す
る
も
、
八
年
後
、
門
人
の
懇
請
に
よ
り
大
阪
に
帰
り
、
「
風
騒
吟
社
」
を

起
こ
し
、
多
く
の
諸
生
を
教
え
た
。
文
に
長
じ
、
詩
書
を
よ
く
し
、
著
書
に
『
箋
註
十
八
史

日本における柳宗元集について

293



略
』『
増
註
小
学
纂
要
』『
日
本
政
記
訓
纂
』『
日
本
外
史
講
義
』
等
、
多
数
あ
る
。

現
在
、
『
柳
柳
州
詩
集
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
、
多
く
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

（
四
）
日
本
の
書
物
に
書
き
記
さ
れ
た
柳
宗
元
集

日
本
の
漢
籍
の
中
に
は
、
訓
点
・
字
句
の
異
同
・
そ
の
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
注
釈
・
独

自
の
見
解
等
、
読
解
に
必
要
な
こ
と
が
本
文
以
外
の
余
白
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
書
が
屡
々

存
す
る
。
そ
れ
ら
の
書
き
入
れ
の
中
に
柳
宗
元
集
の
貴
重
な
資
料
が
見
ら
れ
る
場
合
が
存
す

る
。

⑪
劉
辰
翁
評
点
〈
書
き
入
れ
資
料
〉

各
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
の
中
に
は
、
膨
大
な
量
の
注
釈
が
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
。
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
詩
受
容
の

一
側
面
―
五
山
版
の
書
き
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
六
三
・
六
四
、

二
〇
一
四
）
で
は
、
膨
大
な
量
の
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
釈
（
以
下
「
書
き
入
れ
抄
」
と
略
称
）

の
中
に
現
在
散
逸
し
た
と
さ
れ
る
柳
宗
元
集
の
評
点
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
確
認

し
う
る
範
囲
で
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
会
図
書
館
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
東
洋
文
庫

・
東
北
大
学
・
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
巻
四
十
二
・
四
十
三
に

同
様
の
書
き
入
れ
抄
が
存
在
す
る
。
そ
の
書
き
入
れ
抄
文
は
『
唐
詩
品
彙
』
に
引
用
さ
れ
る

劉
辰
翁
の
評
点
（
批
語
）
と
一
致
し
、
ま
た
東
北
大
学
所
蔵
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
巻
四

十
二
の
巻
頭
に
「
須
渓
先
生
劉
會
孟
評
点
」
、
内
閣
文
庫
所
蔵
本
に
も
巻
四
十
二
の
巻
頭
に

「
須
渓
批
点
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
通
す
る
書
き
入
れ
抄
文
が
劉
辰
翁
の
批
語
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

批
語
の
書
き
入
れ
箇
所
に
つ
い
て
、
多
く
の
書
き
入
れ
抄
の
中
で
ど
れ
が
批
語
で
あ
る
か

不
明
で
あ
る
が
、
東
洋
文
庫
本
に
は
「
批
云
」
と
明
記
し
て
あ
り
、
し
か
も
最
も
多
く
批
語

が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
覧
表
に
は
東
洋
文
庫
本
の
書
き
入
れ
批
語
を
取

り
上
げ
た
。
ま
た
蒋
之
翹
注
『
唐
柳
河
東
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
批
語
に
つ
い
て
も
番
号

に
◯
印
を
付
け
て
取
り
上
げ
た
。

〈
批
語
一
覧
表
〉

番

巻

詩

題

批
語
箇
所

批
語

１

同
劉
二
十
八
院
長
寄

盈
缺
幾
蝦
蟆
＊

批
云
、
以
用
為
蝦
蟆
大
俚
。

42
澧
州
張
使
君
八
十
韻

２

弘
農
公
五
十
韻

多
容
競
忤
彊
＊

批
云
、
競
字
誤
、
必
竟
字

42
３

弘
農
公
五
十
韻

徒
恨
纆
徽
長
＊

批
云
、
二
語
極
怨
然
可
念
。

42
４

初
秋
夜
坐
贈
呉
武
陵

稍
々
雨
侵
竹
＊

好
（
批
言
一
二
句
）。

42
５

晨
詣
超
師
院
讀
禪
經

悟
悦
心
自
足
＊

批
云
、
妙
処
欲
不
可
盡
、
然
去
淵

42

明
尚
遠
。
是
唐
詩
中
転
換
。

６

零
陵
贈
李
卿
元
侍
御

低
昂
互
鳴
悲
＊

批
云
、
意
甚
苦
、
而
辞
不
暢
。

42
簡
呉
武
陵

７

古
東
門
行

萬
金
寵
贈
不
如
土
＊

批
云
、
結
得
凄
切
。

42
８

楊
尚
書
寄
郴
筆
因
獻

截
玉
銛
錐
作
妙
形
＊

批
云
、
拙
語
。

42
長
韻

○

過
衡
山
見
新
花
開
却

題
注

劉
辰
翁
曰
、
酸
楚
。

42
寄
弟

９

同
劉
二
十
八
哭
呂
衡

不
使
功
名
上
景
鐘
＊

批
云
、
可
歎
。

42
州
兼
寄
江
陵
李
元
二

侍
御

衡
陽
與
夢
得
分
路

垂
涙
千
行
便
濯
纓
＊

批
云
、
可
念
。

10
42

登
柳
州
峨
山

西
北
是
融
州
＊

批
云
、
漸
近
自
然
。

11
42
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酬
賈
鵬
山
人
郡
内
新

栄
耀
将
安
窮
＊

批
云
、
経
事
語
別
。

12
42

栽
松
寓
興
見
贈
其
一

柳
州
二
月
榕
葉
落
盡

榕
葉
滿
庭
鶯
亂
啼
＊

批
云
、
其
情
其
景
、
自
不
可
堪
。

13
42

偶
題

柳
州
城
西
種
甘
樹

楚
客
憐
皇
樹
＊

批
云
、
皇
樹
不
可
語
。

14
42

段
秀
才
處
見
亡
友
呂

衡
陽
往
事
似
分
身
＊

批
云
、
分
身
語
苦
。

15
42

衡
州
書
迹

南
礀
中
題

秋
気
集
南
礀
、
獨
遊

批
云
、
子
厚
毎
詩
起
語
、
如
清
吏

16
43

亭
午
時
＊

清
峭
苛
整
。

南
礀
中
題

始
至
若
有
得
、
稍
深

批
云
、
精
神
在
此
十
字
、
遂
覚
一

17
43

遂
忘
疲
＊

篇
蒼
然
。

南
礀
中
題

當
與
此
心
期
＊

批
云
、
結
得
平
淡
、
味
乃
不
可
言
。

18
43

與
崔
策
登
西
山

縈
迴
出
林
杪
＊

批
云
、
參
差
隠
約
、
可
盡
不
可
盡
。

19
43

與
崔
策
登
西
山

緩
我
愁
腸
繞
＊

批
云
、
南
礀
落
句
、
猶
有
以
自
遣
、

20
43

此
懷
似
無
著
可
念
。

覺
衰

稍
已
來
相
尋
＊

批
云
、
跌
怨
動
人
。

21
43

覺
衰

朋
友
常
共
斟
＊

批
云
、
其
最
近
陶
者
、
然
意
尤
佳
。

22
43

覺
衰

商
頌
有
遺
音
＊

批
云
、
怨
之
又
怨
、
而
疑
於
達
者
。

23
43

韋
道
安

韋
道
安
＊

批
云
、
以
子
厚
伝
、
此
必
有
奇
語
。

24
43

惜
哉
、
不
見
其
賛
。

溪
居

長
歌
楚
天
碧
＊

批
云
、
境
語
神
會
不
由
思
得
、
欲

25
43

重
見
自
難
耳
。

○

郊
居
歳
暮

題
注

劉
辰
翁
曰
、
境
與
神
會
、
不
由
思

43

得
。
欲
重
見
自
難
耳
。

雨
後
曉
行
獨
至
北
池

偶
此
成
賓
主
＊

批
云
、
諸
詩
皆
極
幽
怨
、
而
読
之

26
43

蕭
然
如
世
外
人
。
同
時
如
退
之
夢

得
、
皆
不
能
及
也
。

江
雪

獨
釣
寒
江
雪
＊

批
云
、
此
詩
雖
有
天
趣
、
然
上
両

27
43

句
竟
是
躰
雪
千
山
万
逕
影
、
独
由

落
句
五
字
道
尽
耳
。

種
白
蘘
荷

血
虫
化
為
癘
＊

批
云
、
五
字
便
尽
蠱
状
。

28
43

種
白
蘘
荷

眄
睞
心
所
親
＊

批
云
、
不
言
蓑
荷
如
何
。
直
以
情

29
43

事
、
有
致
含
意
、
甚
悲
。

自
衡
陽
移
桂
植
零
陵

一
雨
悟
無
学
＊

批
云
、
此
語
幾
不
可
解
、
而
覧
者

30
43

或
自
得
也
。

巽
公
院
五
詠
（
曲
講

忘
意
聊
思
惟
＊

批
云
、
本
色
道
人
語
。

31
43

堂
）

零
陵
早
春

殷
勤
入
故
園
＊

批
云
、
小
絶
皆
自
在
精
切
。

32
43

田
家
三
首
其
二

農
談
四
隣
夕
＊

批
云
、
無
怨
之
怨
。

33
43

行
路
難
三
首
其
三

桃
笙
葵
扇
安
可
當
＊

批
云
、
三
詩
奇
麗
索
意
高
古
。
此

34
43

又
奇
麗
飛
動
、
深
得
楽
府
之
意
。

末
語
跌
宕
流
暢
、
乃
在
當
字
、
何

物
異
見
、
欲
以
常
字
易
之
。

跂
烏
詞

努
力
低
飛
逃
後
患
＊

批
云
、
亦
経
事
語
。

35
43

放
鷓
鴣
詞

同
類
相
呼
莫
相
顧
＊

批
云
、
傷
哉
。

36
43

聞
黄
鸝

満
眼
故
園
春
意
生
＊

批
云
、
語
調
情
景
皆
至
。

37
43

聞
黄
鸝

西
林
＊
紫
椹
行
當
熟

批
云
、
西
林
必
其
故
園
。

38
43

楊
白
花

茫
茫
曉
日
下
長
秋
＊

批
云
、
語
調
適
與
事
情
倶
美
。
其

39
43

餘
音
杳
杳
、
真
可
以
泣
鬼
神
者
。

惜
不
令
連
臂
者
歌
之
。
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漁
翁

巖
上
無
心
雲
相
逐
＊

批
云
、
或
謂
東
坡
評
此
詩
、
無
后

40
43

二
句
亦
可
非
知
言
者
也
。
有
可
横

截
者
、
如
黄
鸝
四
句
是
也
。
此
詩

氣
渾
不
類
晚
唐
、
政
在
后
兩
句
、

非
蛇
安
足
者
。

詠
史

晏
子
亦
垂
文
＊

批
云
、
無
叙
次
、
無
発
明
。

41
43

詠
三
良

吾
欲
討
彼
狂
＊

批
云
、
坡
公
治
命
有
従
違
、
亦
畳

42
43

用
不
厭
。

詠
荆
軻

太
史
徵
無
且
＊

批
云
、
結
得
比
叙
事
較
有
体
。

43
43

掩
役
夫
張
進
骸

聊
且
顧
爾
私
＊

批
云
、
三
篇
皆
擬
淵
明
、
然
不
如

44
43

此
篇
逼
近
、
亦
事
題
偶
足
以
發
爾
。

故
知
理
貴
自
然
。

現
在
、
劉
辰
翁
が
評
点
を
施
し
た
『
劉
辰
翁
批
点
柳
宗
元
集
』
（
仮
称
）
な
る
書
は
現
存

し
な
い
。
そ
の
た
め
禅
僧
が
い
ず
れ
の
書
か
ら
抜
き
出
し
、
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
に
書

き
入
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
蒋
之
翹
輯
注
『
柳
河
東
集
』
や
総

集
『
唐
詩
品
彙
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
唐
詩
品
彙
』
に
柳
宗
元
の
作
品
が
含
ま
れ
な
い
批
語
は
、
１
・
２
・
３
・
８
・
９
・
10

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

で
あ
る
。『
唐
詩
品
彙
』

14

15

24

28

29

30

31

34

35

36

37

38

41

に
柳
宗
元
の
作
品
は
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
劉
辰
翁
の
批
語
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
４
・
６
・
７
・

・

・

で
あ
る
。
ま
た
、
『
唐
詩
品
彙
』
に
お
い
て
は
、
例
え
ば

12

26

42

「
江
雪
」
詩
で
は
「
劉
云
、
得
天
趣
、
獨
由
落
句
五
字
道
盡
矣
」
、

「
漁
翁
」
詩
で
は

27

40

「
劉
云
、
或
謂
蘇
評
為
當
非
知
言
者
、
此
詩
氣
渾
不
類
晚
唐
、
正
在
後
兩
句
、
非
蛇
安
足
者
」
、

「
掩
役
夫
張
進
骸
」
詩
で
は
「
劉
云
、
學
陶
不
如
此
篇
逼
近
、
亦
事
題
偶
足
以
發
爾
。
故

44知
理
貴
自
然
」
と
な
っ
て
お
り
、
前
掲
一
覧
表
の
書
き
入
れ
批
語
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

場
合
が
存
す
る
。

明
末
の
蒋
之
翹
（
一
五
九
六
～
一
六
五
九
）
輯
注
『
柳
河
東
集
』
に
引
用
さ
れ
る
批
語
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
５
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

に
お

11

13

16

17

18

19

23

32

39

40

43

44

い
て
引
用
す
る
も
の
の
、
○
印
の
二
箇
所
に
つ
い
て
は
、
書
き
入
れ
抄
に
は
見
ら
れ
な
い
批

語
で
あ
る
。

禅
僧
が
書
き
入
れ
た
四
十
四
箇
所
に
も
及
ぶ
批
語
は
、
柳
詩
批
語
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か

な
い
に
し
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、『
唐
詩
品
彙
』『
柳
河
東
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
批

語
は
、
柳
宗
元
研
究
に
と
っ
て
新
出
の
資
料
で
あ
り
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
高
い
。
五
山
版

の
書
き
入
れ
は
日
本
人
の
柳
文
解
釈
の
過
程
を
示
す
貴
重
な
痕
跡
で
あ
り
、
決
し
て
看
過
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
よ
う
。

ま
と
め

こ
の
よ
う
に
日
本
に
残
さ
れ
て
い
る
柳
宗
元
集
を
見
る
と
、
鎌
倉
時
代
よ
り
柳
宗
元
が
注

目
さ
れ
、
そ
の
作
品
集
で
あ
る
柳
宗
元
集
は
高
い
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
①
～
⑪

の
柳
宗
元
集
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
特
徴
を
有
し
、
書
写
・
刊
行
さ
れ
た
当
初
か
ら
多
く

の
人
に
利
用
さ
れ
続
け
て
き
た
。現
代
の
我
々
も
今
一
度
そ
れ
ぞ
れ
の
柳
宗
元
集
を
精
査
し
、

そ
の
価
値
を
確
認
し
た
上
で
、
後
世
の
研
究
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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